


は じ め に

職場には，“できるリーダー”と“できないリーダー”とがいます。

できるリーダーとは，リーダー本人の仕事の腕前が優れているというのでは

なく，チームを上手にまとめながらメンバーのやる気を引き出し，周囲が期待

する以上の成果をチームであげていく人のことです。

これに対し，個人では抜群の腕前を発揮する人をリーダーに登用し，チーム

で仕事をさせると，なぜかメンバーのやる気がいっぺんに落ちてチーム力が発

揮されず，業績も低下するというケースが結構あります。なぜでしょうか。

その違いを見ると，“できるリーダー”はチーム運営に必須のマネジメント

セオリーを身につけ，それをベースに知恵と経験を加味してリーダーシップを

発揮しています。つまり，理論と実践の統合化がなされているということです。

一方，チームで仕事をさせるとうまくいかないリーダーは，マネジメントの

知識・ノウハウが身についておらず，自分の経験と勘だけを頼りに集団をまと

めている無手勝流といった点が見られます。

また，“できるリーダー”はチームビジョンを打ち出してメンバーの仕事に

夢とロマンを持たせ，チームを結束させる旗振り役に徹しています。そして，

仕事を通じて部下を育てようと工夫していますが，できないリーダーは，足元

だけに目が向いてしまい，リーダー自身が多くの仕事をこなしています。その

ほうが仕事の処理も早く，安心という思いが本人の中にあるのでしょう。その

ため，リーダーはいつも仕事に追われて忙しいのに，メンバーはいつまでたっ

ても育たないという悪循環に陥っています。

そこで本講座では，できるリーダーに不可欠なチームビジョンの構築とその

実現に向けた戦略・戦術の具体的な展開の仕方を第Ⅰ部で学び，第Ⅱ部では実

践的な職場の人材育成マネジメントのすすめ方とチームワークで成果を導くリ

ーダーの意識と行動について学習します。

「知識は力」と言われますが，知識だけでは頭でっかちの評論家となり，仕

事の場では無用の長物となってしまいます。本テキストのねらいは，マネジメ

ントセオリーを身につけ，その知識をいかに仕事の場で実践力として発揮する

かにあります。身近な事例を取り入れながら，さらに最新のマネジメント理論

を平易に解説しました。必ずや実践に役立つものと確信しています。
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第１章

チームビジョンの実現で，
強い仕事集団をつくる

1 仕事でメンバーを育て，
ビジョンの実現でチームを成長させる

“しっかりしたチーム”は“しっかりしたメンバーづくり”から

リーダーのエンパワーメント発揮で部下を育てる

仕事ができる仕事集団は，その集団を構成するメンバーが“しっかり”

していることが絶対条件です。メンバーが“しっかり”しているとは，

言うまでもなくものの考え方や行動が確実であること，リーダーがいち

いち口を出したり気をもまなくても，メンバー各人が自分の役割を心得

てきちんと仕事をしてくれる，信頼できるということです。

こうなると「仕事ができる強い集団（チーム）」をつくるには，しっか

りとしたメンバーをいかに育て，そろえられるかが前提となってきます。

そこで，リーダーとしてチームメンバーをどのように育てたらよい

か，まずはその方策から考えていきましょう。

メンバーを育てる最も効果的な方法は，リーダーによるエンパワーメ

ントの発揮です。これは，リーダーが自分で仕事を抱え込まず，メンバ

ーがやれる仕事はメンバーに任せるということです。「エンパワーメン

ト」は，本人がやれることはその本人に任せるといったことを指し，も

ともとは社会福祉やカウンセリングなど社会学の分野で使われていた言

葉でした。しかし，最近は私たちの仕事の場でも，部下を育てる効果的

なやり方として注目され，さかんに言われ出しています。

それはなぜでしょう？ その理由は「人間が本来持っている能力を引

“しっかり”

仕事ができる強い
集団（チーム）

エンパワーメント
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メンバーに「仕事の課題」「仕事の目標」を持たせる

き出すには，相手ができることは任せたほうがよく，そのほうが本人の

自主性とやる気を高め，よい結果が得られる」という考え方からきてい

ます。やらされ感ではなく，やりがい感が生まれるというわけです。確

かに，自分ができると思うことを上司がやらせてくれなかったり，任せ

ると言いながら余計な口出しをされたりするのでは，やる気は失せ，能

力などを発揮する気にもなりません。

では，リーダーがメンバー一人ひとりに仕事を割り当て，ただ任せて

いれば，それで部下は育ち，強い仕事集団ができあがるのかといえば，

そういうわけではありません。そこにはリーダーとしてやるべきことが

あります。

ただ何となく仕事をやらせているだけでは，人間は育ちません。メン

バーを育てるには，そこに職場リーダーの“働きかけ”と“しかけ”が

必要です。“働きかけ”と“しかけ”とは，メンバーに仕事をさせる際，

どんな仕事であっても「課題」と「目標」を持たせ，そのうえで任せる

ことです。

毎日行っている定型的なルーチン業務の場合，仕事の「課題」や「目

標」といっても見つけにくそうに思えますが，これが結構あるのです。

それには，図表１・１に示すような職場リーダーの働きかけが必要です。

図表１・１ 定型的業務を行っている部下に対する職場リーダーの働きかけ

やりがい感

働きかけ しかけ

課題 目標

常にこのようなやり取り
で部下と対話しながら，
相手に仕事の「課題」を
与え，仕事の「目標」を
持たせるしかけづくりを
していく

「いま行っている仕事のムダ（ロスやミス）を
減らすために，もっとこうすればよいと思える
ことはないかな？」

「そのためにいまの仕事のやり方を変えたらど
うだろう。その場合のメリット，デメリットは
何かな？」

「いまの仕事をさらに効率的にやりやすくする
改善工夫の手を，君なりに考えて，今月中に提
案してもらいたいのだが」

第１章 チームビジョンの実現で，強い仕事集団をつくる
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